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中央アらナアを流れる最大の川アムーダ り。 前１０００年紀前半か中ごろには防御施設を備えた都アリアの中流域は，
ンと呼ばれ，東西
りわけ北からアム
古来バク トリアあるいはトハリスタンと呼ばれ， 市型の文明が形成されていた。 前６－４世紀にはア
文明の十字路として栄えてきた⑫ ケメネス朝ペルシアの領域に入り，Ｌ アレクサンドロス
＝ダリアに注ぐスルハンーダリ アの流域はクシャン時
知られている。この地
大王の遠征（前323年）以降は一時セレウコス朝に属
代の遺跡が集中していることで知られている｡ したが， 前３世紀中ごろからグレコーバクト リア王国
域は現在ほとんどがウズベキスタ ﾝ共和国スルハンダ が独立した。 前２世紀後半には北方から大月氏が侵入
リア州に属するが！ 同州には古代から中世にかけての し，後ｌ
シャン）
世紀には大月氏の五翁侯の一つの貴霜 (ク
都城趾。 集落杜が200以上確認されているが， ン）が覇権に握り，勢力をアフガニスタンからイ
ンド西北部にまで広げた。しかし３世紀になるとササ
ン朝ペルシアに占領され，３－４世紀にはいわゆるク
その中
でも最大級の遺跡がダルヴェルジンーテペである。
｢四角形」を意味
X味する。その名
ダルヴェルジンとはモンゴル語で
し，テペはペルシア語で「遺丘」を意味する
の通り，この遺跡は長方形の城壁で囲まれている。面
積は３６ｈａ以上あり，城壁は総延長約２．５kｍ，その
厚苫は１０ｍに達する。
遺跡の調査は，ウズベキスタン・ハムザ記念芸術学
シャノーササン朝と呼ばれる従属国家となった。 ４世
紀後半から 5世紀にはキダーラやエフタルなどの遊牧
民が侵入し，それまでの社会制度は一変することにな
る。このようなバク トリアの古代都市文化を明らかに
するうえで，
ペである。
最も理想的な遺跡がダルヴェルジンーテ
研究所の調査団によって始められた。 まず1960年に遣
跡全体の地形測量が行われ， 城壁内の墓がかたづけら
が行われ，1967年には常
それ以来ほぼ毎年調査が
遺跡は南部のほぼ円形の内城部分 (直径170-200
とからなる。れた゜ 1961-63年に予備調査 ､）と長方形の都市部分（650×500ｍ）
設の調査基地が設けられて， 都市を囲む城壁には30-40ｍおきに望楼があった。
行われるようになつれ
は，1978年に報告書と［
そして1974年までの発掘成果 文化層は内城では6-7ｍ，都市では5-6ｍに達する。
内城は自然丘の上に造営され，その東北部にはイスラ
ム教徒の墓地と聖者廟（マザール）があった。
1978年に報告書と図録（フランス語版）となって
発表されたが． それ以降の調査は断片的にしか発表ざ
創価大学は奈良県立橿原考古学研究所のれていない。 考古学資料に基づいて以下の層位が確認された
協力を仰いで１９８９，９１，９３年にそれぞれ１ケ月弱，上
記研究所とともに共同調査を行い，現在発掘報告書を
グレコーバクトリア時代の層（前３－２世紀）
月氏＝クシャンまたは初期クシャン時代の層
(前１－後１世紀）
大クシャン時代の層（１世紀後半－２世紀）
l）
2）
作成準備中である。 以下にまず1978年発行の報告書に
基づいて調査成果を概括し，ついでそれ以降の調査を 3）
4）共同調査の成果も含めてまとめてみたい。 後期クシャンまたはクシャノーササン時代の層
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ダルヴェルジンーテペ都城杜の平面図， ＥＢルトヴェラーゼによる（1978年）図１
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供養者像が発見された（ この時期の末には都市の衰退
が始まりⅢ 陶工の区画では窯と作業場の大半が放棄ざ
Dt-1区の仏教寺院は破壊されたと報告書は記しれ．
第４期に活動の重点があったとする見方もているが，
ある。
第４期には都市は次第に衰退し， 城壁は破壊ざれ崩
れていった。 陶工の区画も活動を停止した。 第５期に
は者|j市としての機能が最終的に停止し， 内城の廃嘘の
侵入してきた遊牧民の本営が置かれていたよ上には，
うである。北壁の壁そのものの中に墓室が造られ，写真１ダルヴェルジンーテベ第25区（上方が1989,91年
発掘）（凧写真）
そ
－ローズ貨を模した５世紀のエフタルのつからぺの
銀貨が出土している。
1983年以降は都市中央部のDt-25 区の仏教寺院hｌ
ここでは螺髪を
'ガチェンコヴァ
の狭いところにパフサ（泥壁）造りの居住地点が形成
され，それがやがて城壁で囲まれるようになり，そこ
から徐々に北へ広がっていった。Ｄｔ－７区の基底部の
半地下式住居で，グレコーバクトリアのエウテイデモ
スの貨幣が発見されている。
第２期には650×500ｍの城壁（厚さ４５－４７ｍ）
か造られ，まわりに濠が掘られた。まず最初に都市の
南部と中央部が建設され，陶器職人の区画も形成され
はじめる（Dt-9)。Ｄt－２，６，９区ではヘリオクレスの
を中心とする部分が発掘されている。
付けた仏頭が出土した。この寺院をプガチェンコ
らは出土貨幣から２－４世紀としているが，螺髪の出
現を４世紀とみる小山は寺院の活動の中心を４－５世
91年には寺院の範囲を明らかにする紀とする。1989Ⅲ
ために寺院趾西側の区画が発掘されたが， 大壁|こよっ
1993年にはて寺院とは区切られていることがわかり、
寺院の再調査と東側に長くトレンチを設けて範囲の確
認に着手したが． 僧房らしき小部屋の存在がみとめら模造貨が出土している｡ 城外の北側にはナウス型弩薩
れたところで調査期限が切れてしま った。何らかの形墓が造営された（Dt-l4)。 ダルヴェルジンから３０ｋｍ
で今後も調査が継続されることが期待される。離れたハルチャヤンではクシャン朝時代の宮殿が発見
されているが， プガチェンコヴァはこれを夏の離宮，
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